


2



【説明者：取締役執行役員 財務部長 寒河江弘信】

財務部長の寒河江でございます。

本日はお忙しいところ、お集まりいただきましてありがとうございます。

私より、2013年3月期 第1四半期 実績についてご説明いたします。
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はじめに、今回の決算のポイントですが、

受注高、売上高、利益の全てにおいて、 前期の実績を上回ることができました。

受注高は、主に連結子会社の拡大などにより、前年同期比225億円の増加と

なりました。

売上高もほぼ同様に、前年同期比237億円の増収となりました。

営業利益については、不採算案件抑制の取組みが奏功したことなどにより、前年同期
比17億円の増益となりました。

また、四半期純利益は、セグメント利益の増加に加え、前期に発生した一過性の

税負担が当期にはないことなどにより、前年同期比 34億円の大幅な増益となっており
ます。

次のスライド以降で、それぞれの詳細をご説明いたします。
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受注高については、パブリック&フィナンシャル（P&F）において、単独での受注減少は
含まれているものの、連結子会社拡大によって、P&FとエンタープライズＩＴサービス（E‐
IT）が増加しております。

その結果、全体では前年同期に比べて5.5％の増加となりました。

なお、ソリューション＆テクノロジー（S&T）の受注高が前年同期比で減少しております
が、これは、S&Tカンパニーが直接お客様から受注する案件の比率が前期よりも低くな
り、逆に、P&FやE‐ITカンパニーを経由して、S&Tのサービスを受注する案件の比率が高
まったことによるもので、実質的な減少ではありません。
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次に、売上高は、全てのセグメントにおいて前年同期比増収を達成し、全体では

8.8％の増収となりました。

受注と同様、P&Fの単独において、前年度完成案件の減少影響は含まれているものの
、連結子会社拡大によって、P&FとE‐ITが増収となっております。

また、E‐ITでは、テレコム向け案件による増収も含まれており、単独ベースでもプラスと
なっております。
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続きまして、営業利益の前年同期比増減要因を、単独と連単差額に分けてご説明

します。

まず単独では、構造改革や営業力強化等に伴う販管費の増加はあるものの、 不採
算案件の抑制等による売上総利益の増加により、前年同期比18億円の 増益とな
りました。

連単差額では、国内外の既存子会社において増益の要素はありますが、一部の国内
子会社で不採算案件が発生したことや、新規連結子会社ののれん償却負担などによ
り、ほぼ前年並みの水準となっております。

以上の結果、全体の営業利益は前年同期比17億円、15.5％の増益となりました。
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次にセグメント利益の状況です。

P&Fにおいて、前年度完成案件の減収影響や一部国内子会社で発生した不採算案件
などにより減益となりましたが、E‐ITにおける増収影響や不採算案件の抑制など増益
要因が上回った結果、全体では前年同期比10.2％の増益となりました。

なお、E‐ITについては、前年同期実績の▲14億円から大幅な増益で、黒字となりました
。

以上、2013年3月期 第1四半期の実績についてご説明させていただきました。
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【説明者：代表取締役副社長執行役員 山田英司】

引き続き、私より、中期経営計画及び、事業環境と最近の取組みなどについて
ご説明いたします。

私どもＮＴＴデータグループは、今年度より、2016年3月期を最終年度とする新たな
中期経営計画をスタートさせました。

前中期経営計画で掲げた“Global TOP5”という目標は引き続き堅持しながら、
企業価値の向上を目指してまいります。
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5月にも発表いたしました通り、”Global TOP5”を目指し、３つの注力分野に
取り組んでおります。

一つ目は、新規分野拡大・商品力強化です。新規事業の開拓や、例えばビジネスアナ
リティクスなどのサービスの高度化・多様化、共同センタビジネスなどのＩＴコスト削減ソ
リューションの拡大などに取り組んでいます。

二つ目は、グローバルビジネスの拡大・充実・強化です。地域カバレッジの拡大や
既に進出済みの地域での事業拡大に取り組みつつ、ブランド統一とグローバル

市場への浸透、ソリューションの充実・強化や、ＮＴＴグループとの連携強化を図ってい
ます。

三つ目は、全体最適の追求です。グローバルレベルでの業務の標準化・効率化・
集約化に取り組みつつ、組織再編やリソースの最適配置を進めています。

これら3つの注力分野は、それぞれ独立したものではなく、互いに連携しながら
取り組んでいます。
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中期経営計画の目標として、１つは Global TOP5です。

Global TOP5とは、具体的にどのような企業グループかと言えば、グローバルで

多様なＩＴサービスを効率的に提供する企業グループ、と考えております。

また、もう１つの目標として、最終年度の2016年3月期の1株当たり当期純利益

（EPS）を、2万円にいたしました。これは、前期のEPSよりも85％アップしたものです。

EPSを選定した理由は、企業価値向上を最重要と考えた時に適した指標は何か、 グロ

ーバルで同業他社と比較する時にできる限り共通言語になる指標は何か、という観点
に立って考えた結果になります。

ここ数年間の日本国内ＩＴ市場が3％近いマイナス成長という状況の中、当社と

しては大きなチャレンジになると考えております。

中期経営目標の達成に向けて、初年度となる今期を基盤固めの年と位置付けていま
す。3つの注力分野への投資をはじめとする様々な取組みを行い、その成果を着実に
成長に繋げていきたいと考えております。
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次に、最近の事業環境について、ご説明します。

まず、政府等においては、マイナンバー等の実現に向け引き続き検討が進められてお
りますが、ＩＴ投資については依然、今後の状況を注視している状況です。

次に金融機関においては、クラウド等新規分野への投資増が想定される一方で、

全体としては、ＩＴ投資は不透明な状況にあります。

詳細な顧客分野別の状況については、後ほどご覧ください。
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一般事業法人においても、景気は持ち直し傾向にあるものの、欧州経済事情等による
世界的な景気停滞感により企業収益の先行き不透明感は依然としてあり、 国内ＩＴ投
資は持ち直ししつつも力強さに欠ける状況です。

ただし、業界別には、幾つかの投資テーマも見られます。

クラウドやデータセンタ等においては、ＢＣＰの観点から、より信頼性の高いネットワー
クやデータセンターへのニーズが引き続き増加しています。

最後に、グローバル市場においては、地域によって差はあるものの、全般的にＩＴ

サービスの伸びは堅調に推移しています。
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最近の主な取組みをご紹介します。

こちらのスライドでは、今年度 ４月以降の主な取組み事例をご紹介しています。

銀行共同利用サービスについては、新たに但馬銀行、富山銀行、長野銀行へのサー
ビス提供を開始し、七十七銀行については基本契約の締結に至りました。

新規サービスとしては、歯科向けレセプト院内審査支援システムやビッグデータ
分析基盤などを提供開始、また、キリンホールディングス情報システム部門との

資本提携による新体制の発足、ＳＡＰソリューションをグローバルに提供する新会社設
立、海外におけるＭ＆Ａなどに取り組みました。
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次に、本年４月にスタートした”Global One NTT DATA”体制について、ご説明します。

当社グループは、グローバルオペレーションを推進するための運営体制の構築と、ロー
カル顧客への密着したサービスとグローバル顧客への迅速なサービス提供の

実現、さらには海外における”NTT DATA ブランド”のプレゼンス強化などを目的

として、海外のグループ会社の統合・再編と”NTT DATA ブランド”への統合を

行いました。

本年1月、米州地域における NTT DATA, Inc.を中心とした新体制の発足を手始めに、2月
のNTT DATA China、4月のNTT DATA EMEAの発足に続き、APACにおいても、

本年7月にNTT DATA Asia Pacificを中心とした再編を実施しました。

これらグローバルでの組織再編・ブランド統一の実施により、新たな“Global One NTT 
DATA”体制での事業活動を本格的にスタートさせました。

また、itelligence、Extend Technologies、Business Formula、Cornerstone等に

ついては、特定地域に属さず、グローバルにソリューションを提供する会社群として捉え
、これらの会社の組織再編・ブランド統合については、今後計画してまいり

ます。
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最後に、通期の業績見通しですが、当初計画からの変更はありません。

先ほどご説明いたしましたように、第1四半期は、ほぼ予定していた通りの業績となり、
順調なスタートが切れたと考えております。

欧州経済危機による世界的な景気停滞など、懸念材料はありますが、
“Global One NTT DATA”体制の下、この勢いを緩めず、通期計画の達成に向けて
全力で取り組んでまいります。

以上で私からのご説明を終了させていただき、ご質問を頂戴したいと思います。

ありがとうございました。
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以下、説明省略
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